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実際に過去の洪水で起こった問題の事例集を紹介します。

①特別警報解除時に安全な状況になったと考えてしまう事例
令和元年台風19号の住民向けアンケート調査結果で、３割が「大雨特別警報が解除されたことを知ったので

、安全な状況となったと考え、避難先から戻った」と回答があった。
→特別警報を「解除」ではなく「警報に切替え」と表現することになった。河川で危険な状況が続くおそれがあ

ることを伝えることが重要である。6時間先の水位予測の提供も開始された。

②防災情報（流域雨量指数と洪水予報）の報道事例
令和２年７月の豪雨災害（熊本県の球磨川）において、気象庁発表の流域雨量指数で氾濫発生の約５時間

前に「１００年に１度」レベルの水位上昇を予測していたが、洪水予報に反映されていなかったとの報道がされ
た。
→流域雨量指数による洪水危険度と実測水位等からの洪水予報は、異なるアプローチによる予測であるため
、これらの情報を勘案して防災に活用することが重要と考えられる。

③洪水予報における個別対応地区で、氾濫発生情報発令前から氾濫が発生事例
浸水範囲が限定的の場合、市町村による個別の訪問などにより避難を呼びかけることとし、洪水予報（氾濫

発生情報）は発表しないこととしている。（いわゆる個別対応）
→現在では、危機管理型水位計の設置等で、水害リスクラインで越水の危険性を公表している。
このような個別対応地区があるため、報道時に混乱を招かないように注釈等の配慮をしてもらいたい。
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「河川・気象情報の改善に関する検証報告書」令和２年３月：
https://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/kaizen_kensho/pdf/houkokusyo_honbun.pdf

令和元年東日本台風（台風19号）では、記録的な大雨により、１都12 県309 市町村に大雨特別警報を
発表し、その後の降雨の状況に応じて順次大雨警報等へ切り替えた。
しかし、大河川では降雨が河川に流出するまでに時間がかかるため、利根川などでは、大雨特別警報

が解除された後に下流部で最高水位に到達し、その後に氾濫が発生した事例もあった。
気象庁では、大雨特別警報の解除にあたり、引き続き河川の増水に対する警戒を呼びかけていたもの

の、住民に十分に伝わっていなかったり、報道等に十分に取り上げられなかったりしたことが明らかに
なった。

特別警報を「解除」ではなく「警報に切
替え」と表現することになった。

河川で危険な状況が続くおそれがあるこ
とを伝えることが重要である。

令和元年台風19号の住民向けアンケート調査結果で、３割が「大雨特別警報が解除されたこ
とを知ったので、安全な状況となったと考え、避難先から戻った」と回答があった。
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第5回防災気象情報の伝え方に関する検討会（気象庁）：
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/shingikai/kentoukai/tsutaekata/part5/tsutaekata5_shiryou_2.pdf

大雨特別警報
が解除された
後に、下流部
で最高水位に
到達し、その
後に氾濫が発
生した。



福知山河川国道事務所①特別警報解除時に安全な状況になったと考えてしまう事例(3)

4
第2回 河川・気象情報の改善に関する検証会議：
https://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/kaizen_kensho/dai02kai/dai2kai_shiryou1.pdf
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第2回 河川・気象情報の改善に関する検証会議：
https://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/kaizen_kensho/dai02kai/dai2kai_shiryou1.pdf
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令和２年７月の豪雨災害（熊本県の球磨川）において、気象庁発表の流域雨量指数で氾濫発
生の約５時間前に「１００年に１度」レベルの水位上昇を予測していたが、洪水予報に反映
されていなかったとの報道がされた。

産経新聞2020.7.27：https://www.sankei.com/life/photos/200727/lif2007270059-p1.html

・流域雨量指数そのものは、相対的な洪水危険度を示した指標である。

人為的な流量調節や水位情報を考慮せず簡易的に流量を計算している。
流域面積が大きいほど精度が高いが、予報時間が伸びるほど精度は低下する傾向がある。

・洪水予報は、雨量の実況・予測や水位の実況、河道の流下状況を基に水位を算出する。
長大な河川ほど実況水位に基づき下流側の水位予測が可能で、水位情報が信頼性を高める。
相対的に流出の速い河川では、水位予測の精度が雨量予測の精度に依存する。

令和２年７月の豪雨災害では、九州南部で７月３日夜から降り続いた豪雨で、熊本県人
吉市の球磨川水位観測所では水位が急上昇し、４日午前４時２０分に５段階の警戒レベル
で「４」相当の氾濫危険情報が出され、同５時１５分に市全域に避難指示が発令された。
同５０分ごろに氾濫したとみられる。
一方、午前１時時点で同市の流域雨量指数は、午前５時に「３０年に１度」レベルの値

に、午前６時に「１００年に１度」レベルに相当する値に近づくと予測。午前２、３、４
時各時点の予測でも「１００年に１度」近くに到達する見込みで、実際に指数は午前６時
にこの値を超えた。地域によって異なるが、「１００年に１度」の大雨を雨量で表すと、
熊本では日降水量が４２２ミリの雨とされる。

流域雨量指数による洪水危険度と実測水位等からの洪水予
報は、異なるアプローチによる予測であるため、これらの情報を
勘案して防災に活用することが重要と考えられる。
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○流域雨量指数とは
流域雨量指数とは、河川の上流域に降った雨により、どれだけ下流の対象地点の洪水危険度
が高まるかを把握するための指標である。

流域雨量指数は、全国の約20,000河川を対象に、河川流域を１km四方の格子（メッシュ）
に分けて、降った雨水が、地表面や地中を通って時間をかけて河川に流れ出し、さらに河川
に沿って流れ下る量を、タンクモデルや運動方程式を用いて数値化したものである。流域雨
量指数は、各地の気象台が発表する洪水警報・注意報の判断基準に用いている。

気象庁：https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/ryuikishisu.html

流域雨量指数そのものは相対
的な洪水危険度を示した指標
であるが、流域雨量指数を洪
水警報等の基準値と比較する
ことで洪水災害発生の危険度
（重大な洪水災害が発生する
おそれがあるかどうかなど）
を判断することができる。
この洪水警報等の基準値は、

過去の洪水災害発生時の流域
雨量指数値を調査した上で設
定しているため、指数計算で
は考慮されていない要素（堤
防等のインフラの整備状況の
違いなど）も基準値には一定
程度反映されている。
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洪水及び土砂災害の予報のあり方に関する検討会（R3.1.6）：
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/shingikai/kentoukai/arikata/part1/siryou2.pdf
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洪水及び土砂災害の予報のあり方に関する検討会（R3.1.6） ：
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/shingikai/kentoukai/arikata/part1/siryou2.pdf
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洪水及び土砂災害の予報のあり方に関する検討会（R3.1.6） ：
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/shingikai/kentoukai/arikata/part1/siryou2.pdf
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洪水及び土砂災害の予報のあり方に関する検討会（R3.1.6） ：
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/shingikai/kentoukai/arikata/part1/siryou2.pdf

②防災情報（流域雨量指数と洪水予報）の報道事例(6)
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洪水及び土砂災害の予報のあり方に関する検討会（R3.1.6） ：
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/shingikai/kentoukai/arikata/part1/siryou2.pdf
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水害・土砂災害に関する防災用語改善検討会第3回（R2.10.14）：
https://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/bousaiyougo/dai03kai/index.html
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水害・土砂災害に関する防災用語改善検討会第3回（R2.10.14）：
https://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/bousaiyougo/dai03kai/index.html
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洪水時に防災関連情報がメディアによって紹介されると該当ホームページへのアクセス数が急する
ため、サーバー増強や、関係機関専用のサイトの設置などの対策が必要である。

水害・土砂災害に関する防災用語改善検討会第3回（R2.10.14）：
https://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/bousaiyougo/dai03kai/index.html

事例1：川の防災情報 アクセス状況
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水害・土砂災害に関する防災用語改善検討会第3回（R2.10.14）：
https://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/bousaiyougo/dai03kai/index.html

事例2：「ハザードマップ」検索数
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水害・土砂災害に関する防災用語改善検討会第3回（R2.10.14）：
https://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/bousaiyougo/dai03kai/index.html

事例3：「ハザードマップ」検索数と合同記者会見等


